



























































































































































































































































































増　え　た  4人( 3.5%）  6人( 5.2%） 10人( 8.7%）
変わらない  8人( 7.0%）  9人( 7.8%） 17人(14.8%）
減　っ　た 40人(34.8%） 48人(41.7%） 88人(76.5%）




































































すごく嫌い 0人 0 0 0 0
｜ 348 ｜
山　本　泰　明
いのプレーについて意見を言い合ったりして上手くなっていったからだと思います。
　・今回の私のチームは先輩後輩関係なく、人をいたわり、応援ができていると感じる。スポ 
ーツ健康科学の授業が終わった時にはいつも元気になっている。私はスポーツの力の大き
さをしみじみ感じる。
　・今は、バレーボールをしているが、とても楽しいと感じている。それは、一緒にバレーボ 
ールをしている同じグループのメンバーのおかげであると思っている。それぞれ個性があ
り、試合で貢献したり、かけ声やハイタッチなどをしたりして、ゲームを盛り上げようと
している。私は、このメンバーでバレーボールができてよかったと思っている。
　・今の私のチームもみんな最初は控えめだった。しかし今ではゲームの回数を進めていくう
ちに、チームメイトにも慣れてみんなで、勝とう！頑張ろう！という気持ちが生まれ、み
んなで楽しむことが出来ている。反対にどんなに勝っていようが、楽しもうという気持ち
がなかったら、心の底から嬉しい気持ちは湧いてこない。
　・本当にダメな事は、スポーツが出来ないことではなく、参加しないこと、自分勝手な行動
をして場の空気を壊すことだと感じた。
　・私がスポーツを上手に出来ないことを責める人は一人もいませんでした。
　・体育は自分一人では楽しめない。
　・得意な人達だけでやれば楽に勝てるという場面は多々ありましたが、皆で楽しむのがスポ 
ーツの良いところなので、この人にはどんなことができるかということを考えながら試合
をすることにしていました。
７．まとめと今後の課題
　本授業において、筆者が受講生たちに毎回求めていた内容は、以下のようなものである。
　４章に示したとおり、「この授業は協同学習形式で実施する」ということを強調して本授業
を展開した。筆者が指定したメンバーでのグループ活動を促すと、学生同士はほぼ初対面であ
るため、最初はどの授業クラスでも最初は遠慮したプレー場面がたくさん見られ、盛り上がり
に欠け、気まずい空気が流れやすい。しかし一定期間いつも同じチームメイトで練習と試合に
・チームメイト全員が活躍できるように、チーム練習と戦術を工夫してほしい。
・チーム練習時には、互いに教えあって、みんなで上手になる。
・試合プレー中は、「ナイス、ドンマイ、ハイタッチ！」の声かけと行動を促す。失敗しても全然かまわ
ない空気を作る、積極的なプレーをたたえる。
・プレーヤーとなる以外の時間帯は、審判、応援の役割を積極的に引き受ける。
・スポーツ場面での経験は、スポーツ以外の生活場面にもつなげていかなければならない。
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外国語大学における教養教育としての授業「スポーツ健康科学」の役割
取り組み、しかもそのグループは授業期間中に数度編成しなおすと、授業回数を重ねるたびに
受講学生の関係性が深まり、授業期間が終わる頃には、この授業を受講するまでは知らなかっ
た人と学年を問わず友達関係になれたと感想を述べる学生が多かった。
　特に１年生にとっての春学期は、４年間の大学生活がスタートする時期にあたる。このとき
に良いスタートを切れるかどうかは、４年間の大学生活の成否を大きく左右する。本授業は、
規則正しい学生生活のリズムを構築し、それを日々継続していくためのペースメーカーとなり
うる。この身体的、精神的な健康のベースがあってこそ、外国語大学における専門教育の成果
も上がるといえよう。
　一方、少なからぬ割合の学生に「スポーツ健康科学は、ただ運動して遊んでいればいいから
楽に単位が取れる」といったイメージがあるようにも感じる。好きなスポーツをやって楽しく
て単位が取れるのは結構なことだが、表層的な楽しさだけで終わってはこの授業の教養教育と
しての社会的意義を果たしているとは言い難い。授業概要にある本質的な部分の習熟までを求
め、学生生活の改善および卒業後のより豊かな生活行動につながっていくような授業空間にし
なければならないと考える。そういう意味では、最後の授業時に、ある一人の学生が「最初は
グループ活動に戸惑ったけど、友達も増えたし、いろんな学年の人とも話ができたし、こんな
やり方もいいですね。楽しかった。」と個人的にコメントしてくれた学生の声は非常に励みに
なっている。ただ、友達づくりで終わっても意味がない。授業で学んだこと、考えたことを卒
業後の生活場面や仕事場面で意識的に活かせるよう、あるいは無意識の中で活きてくるように、
本授業の価値を今後も高めていきたい。
　今回は、本授業での短期間の実践内容を報告するにとどまっている。実践内容もまだまだ未
熟である。今後は、より洗練された授業方法の検討、調査項目の精査、授業期間前後での学生
たちの行動や考え方の変化をみるなどして、学生の満足度が高く、かつ本質的な力が付く授業
実践につなげていきたい。
｜ 350 ｜
山　本　泰　明
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